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部材と材料の力学

2009年7月16日

2第3回、4回の課題の解答の訂正
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橋の設計課題

• 重力加速度 g = 9.8 (m/s2) 
• 床版の分布死荷重 0.6 (ton /m2) ×g×4(m) = 2.4g 

(kN/m)
• 床版の死荷重とトラックによる活荷重を考慮する
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4
床版の死荷重によるモーメント図のイメージ

• 死荷重により、スパン中央( x = 5 m)のモーメント M(5)が最大
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トラックによる活荷重によるモーメント図のイメージ

• トラック後輪位置（点C）のモーメントM（a+4)が最大

• 区間B－Cのみに注目する
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6
重ね合わせたモーメント図のイメージ

• 一番厳しい荷重条件はトラックの両輪が
橋の中央をまたいでいるとき

⇒ 5 5 ≦≦ a + 4a + 4＜＜ 10 (m)10 (m) （後輪がスパン中央より（後輪がスパン中央よりDD側に位置する）側に位置する）

⇒ 5 5 ≦≦ x x ＜＜ a + 4 (m)a + 4 (m) （スパン中央から後輪まで）（スパン中央から後輪まで）
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7反力RA, RD を求める

• RA + RD = 49g (kN) （∵ 鉛直方向の力の釣り合い）

• RA = (29 – 2.5 a)g （点Dにおけるモーメントの釣り合い）
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区間B－CにおけるモーメントM(x)を求める
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曲げモーメントが最大になるような a を求める

• スパン中央 → M max (x = 5m)となる a の位置は？

• 後輪位置 → M max (x = a+4 m)となる a の位置は？
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M(5)が最大となる a を求める
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11M(a+4)が最大となる a を求める
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121+4 < x < 47/37+4で最大値を持たないことを確かめる
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最大曲げモーメントから断面サイズを決める
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床版の剛性は無視すると

桁は２本あるため、分母は２倍

これを満たす、断面積の最も
小さい(軽い)鋼材は
W690W690××125125

桁の死荷重を考慮・再計算する

鋼の密度ρ=7860 (Kg/m3) とすると分布荷重は桁2本分より
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床版と桁の死荷重を合計した分布荷重 q は
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これを再度代入・計算

14
再計算の手法

• 最大モーメントが発生する箇所は同じ a = 
47/37 （m）、x = 47/37+4とする

– 但し実際は a の位置は変化する

• 死荷重と活荷重をそれぞれ分けて計算し

a = 47/37、x= 4+(47/37)における曲げモーメン

トを合算し最大モーメントとする
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死荷重による最大モーメント
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分布荷重 q による長さ L の梁が受けるモーメントM(x)は

、q = 25.984 (kN/m)、L =10(m)を代入すると
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活荷重による最大モーメント

• 最大モーメントM(4 + 47/37) = RD×(6 – a)より求まる
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最大モーメントの合算
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• 死荷重、活荷重それぞれの最大モーメントを合算すると

• 許容応力範囲に収まっているか確かめると
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• 以上より鋼材W690W690××125125が安全かつ最小重量となる。

18
断面内曲げ応力分布

• 曲げ応力は断面の中心を中立軸に線形に分布
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断面内せん断応力分布
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• ウェブについてせん断応力を計算する
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断面内せん断応力分布
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• フランジについてせん断応力を計算する
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-0.264 MPa

断面内せん断応力分布

• せん断応力分布図は下図の通り
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